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お買い上げあり がと う ございます。
■ご使用の前によく お読みのう え、正し く お使いく ださ い。そのあと 必ず保管し 、必要なと き お読みく ださ い。

こ の紙は再生紙を使用し ています。

お願い ご使用の前に検知範囲、点灯保持時間などの調整が必要です。説明書を必ずお読みく ださ い。

注）こ の商品は人を検知し て、フ ラ ッ シュ 光と アラ ーム音で人に警告する機能を持っ ていますが、侵入、盗難を
　  確実に阻止する商品ではあり ません。発生し た損害については、責任を負いかねますのでご了承く ださ い。

取説No. HHLASCCE56-T3A

UZ229

取扱説明書リ モコ ン防犯灯
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・ リ モコ ン信号を受信すると 音が鳴り ます。
　（ 　  ３ ページ）
・ 防犯モード 時に人を検知すると 、アラ ーム
　 音が鳴り ます。（ 　  ４ ページ）
・ アラ ーム音は入/切するこ と ができ ます。
　（ 　  ３ ページ）

・ 低誘虫の効果は、虫の種類（ すう 光性の有無）、周囲の環境（ 付近に明るい光源がない等）によっ て異なり ます。
・ ラ ジオやテレビなどの音響および映像機器の近く で点灯すると 、雑音が入るこ と があり ます。
　（ 雑音が入る時は、ラ ンプから １ ｍ以上離し てご使用く ださ い。）
・ 照明器具のき わめて近く では、他の機器（ エアコ ンなど）のリ モコ ンが動作し にく く なるこ と があり ます。
・ パルッ ク ボールは点灯直後約20分間、明るさ や光色が若干変化し ますが、こ れは異常ではあり ません。

使用上のご注意

カ バー（ 低誘虫UVカ ッ ト 仕様）

カ バーの取り 外し・ 取り 付けは、
「 ラ ンプを交換する」を
参照し てく ださ い（ 　  ７ ページ）

カ バー
パッ キン

ラ ンプ

取り 外す

取り 付ける

調整ツマミ

使いかたに合わせて、
調整し てく ださ い

（ 　  ５ ページ～６ ページ）

検知部

・ 周囲の明るさ を検知する
　「 明るさ センサ」と 、人の動き
　 による温度変化を検知する
　「 人センサ」が内蔵さ れてい
　 ます。
・ 全方向に約20度動き ます。

ブザー

リ モコ ン受信部

リ モコ ンから の信号を受けます。
（ 傷つけたり 、汚し たり し ないで
 く ださ い。）

各部のなまえと はたら き

こ の照明器具はご使用の環境に合わせて、検知範囲、点灯保持時間などを調整する必要があり ます。
ご使用の前に説明書をよく お読みのう え調整し てく ださ い。（ 　  3ページ～6ページ）

安全上のご注意 必ずお守り く ださ い

分解禁止

火災・ 感電・ 落下による
けがのおそれがあり ます。

器具を改造し たり 、
部品交換をし ない

必ず守る

間違っ た種類、 ワッ ト 数の
ラ ンプを使用すると 、 火災
のおそれがあり ます。

ラ ンプは器具表示の
も のを使用する

異常状態が収まっ たこ と を
確認し 、工事店・ 電器店に
ご相談く ださ い。

異常を感じ た場合、
電源を切る

必ず守る

警告

本体の取り 外し には
資格が必要です。

本体の取り 外し は
工事店、電器店に
依頼する

必ず守る
通電状態で行う と 感電の原因
と なり ます。

ラ ンプ交換、お手入れ
の際は、壁スイ ッ チを
オフ にする

必ず守る

注意

守ら ないと やけどの原因
と なるこ と があり ます。

点灯中や消灯直後の
ラ ンプやその周辺に
さ わら ない

接触禁止

必ず守る

照明器具には寿命があり ます。設置し て10年経つと 、外観に異常がなく ても
内部の劣化は進行し ています。
点検・ 交換し てく ださ い。
点検せずに長期間使い続けると まれに火災・ 感電・ 落下などに至る場合があり ます。
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LYP85

通常モード

まわり が暗い時のみ点灯

連続点灯

防犯モード

取説No. HHLASCCE56-T3C

人の検知範囲について
・ こ の器具は、人が近づいたこ と を検知部が検知し てラ ンプを点灯さ せます。
　 検知する範囲は検知部を動かすこ と により 調整でき ますので、お好みに合わせて調整し てく ださ い。
　 検知部は全方向に約20度動き ます。

リ モコ ンについて

防犯モード 、通常モード 、連続点灯への切り 替えは、付属のリ モコ ンで行います。
壁スイ ッ チをＯ Ｎ にし た状態で、リ モコ ン受信部に向けてリ モコ ン操作を行っ てく ださ い。

約1. 8m

左右に動かし た場合

約1～5m
で調整可能

約2. 5m

前後に動かし た場合

約1. 8m

約
3～

5m
約1～5mで調整可能

器具取付高さ が1. 8ｍ( 標準) ～2. 5ｍ間では、 検知範囲は変わり ません。

検知範囲図（ 目安）

リ モコ ン
受信部

リ モコ ン

ピッ ピッ ピッ

メ  モ

メ  モ

50cm以内

△印

＜使いかた＞
　 ・ △印をリ モコ ン受信部に向けてボタ ンを押し ます。
　 ・ リ モコ ン受信部から 50cm以内で操作し てく ださ い。
　 ・ リ モコ ン信号を受信すると 、ラ ンプが一旦消え、
　 　「 ピッ ピッ ピッ 」と 音が鳴り ます。
　 ・ アラ ーム音の入/切の切り 替えは、防犯モード ボタ ンを
　 　 長押し（ 約３ 秒以上）するこ と で行います。
　 　（ 切り 替え時に「 ピピーッ 」と 音が鳴り ます。）

＜電池交換について＞
　 ・ リ モコ ン裏面の表示を参照し て交換し てく ださ い。
　 ・ 使用電池： CR2025 １ 個
　 ・ 電池は約１ 年を目安に取り 替えてく ださ い。
　 　 ・ ＋ーは正し く 入れてく ださ い。
　 　 ・ 指定以外の電池は使用し ないでく ださ い。
　 　 ・ 使用済み電池は可燃ゴミ に混ぜたり 燃やし たり し ないでく ださ い。

・ 検知部は検知範囲内の温度変化量を検知す
　 るため、人以外の熱源（ 動物・ 車など）が移動
　 し たと き も 検知し ます。

・ 検知範囲は目安です。気温、服装、人の移動
　 速度、進入方向、人の温度、器具の取付高さ 、
　 取付面の傾き などにより 変化し ます。

・ 夏場など気温が体温に近い温度になると 、
　 温度変化量が小さ く なり 、検知範囲は狭く
　 なり ます。また、雨の日も 検知範囲が狭く
　 なる場合があり ます。

・ 検知範囲の外側でも 、人より 大き な熱源など
　 が移動し た場合、検知する場合があり ます。

・ 器具に向かっ てまっ すぐ に接近し た場合、
　 より 近づかないと 検知し ません。

注意
・ リ モコ ンは非防水です。雨などがかから ないよう に注意し てく ださ い。
・ リ モコ ンを直射日光の当たる場所など高温になるよう な場所に放置し ないでく ださ い。
　 リ モコ ンの変形や電池の液漏れなど故障の原因と なるこ と があり ます。
・ 防犯モード ボタ ンを長押し し てアラ ーム音を「 切」にし ても 、照明器具の電源を切ると
　 アラ ーム音は「 入」に戻り ます。

・ 壁スイ ッ チをＯ Ｎ にし た直後は、リ モコ ン操作ができ ません。
　 こ のと き にリ モコ ン信号を受信すると 、「 ピーッ ピーッ 」と キャ ンセル音が鳴り ます。Ｏ Ｎ にし た直後は検知範囲の外で
　 約40秒以上待ち、ラ ンプが一旦消えてから 操作を行っ てく ださ い。
・ リ モコ ンの動作上、太陽光などの強い光がリ モコ ン受信部にあたっ ている状態では、リ モコ ンが若干効き にく く なり ます。
　 リ モコ ンを受信部に近づけて操作し てく ださ い。
・ ご家族で複数個使用さ れる場合は、別売のリ モコ ン（ HK9432）を別途お買い求めく ださ い。

△印
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ピピピッ ！

ピカ ッ ！

ピカ ッ ！

ピピピッ ！

ピカ ッ ！

ピカ ッ ！
ピピピッ ！

ピカ ッ ！

ピカ ッ ！

警告後、
消灯

10秒間または30秒間、
器具の近く で人が動き
続けると 、フ ラ ッ シュ 光と
アラ ーム音で警告（ ※3）

・ 壁スイ ッ チを一旦切っ てＯ Ｎ すると 、必ず通常モード で動作し ます。
　 防犯モード への切り 替えは付属のリ モコ ンで行っ てく ださ い。

・ フ ラ ッ シュ 光と アラ ーム音で警告する時間は、約10秒間（ 固定）
　 です。

・ アラ ーム音は入/切するこ と ができ ます。（ 　 　 ３ ページ）

・ 防犯モード 時は人を検知するたびに、検知部が赤く 点滅し ます。

・ 検知範囲内をすばやく 通り 過ぎたり 、静止し たままでいる場合
　 には警告を開始し ません。

設定時刻になると
自動的に消灯（ ※2）

警告後、
点灯

10秒間または30秒間、
器具の近く で人が動き
続けると 、フ ラ ッ シュ 光と
アラ ーム音で警告（ ※3）

周囲が暗く なると
自動的に点灯（ ※1）

人が近づく と 点灯
→その後、 警告
→離れると 消灯

防犯モード の動作説明

•
•
•
•
•
•
•
•
•
• • • • • • • • • • •

昼
間

•
•
•
•
•
•
•
•
• • • • • • • • • •

夜
間

設定方法　 　 ５ ページ

メ  モ

設定時刻になると
消灯（ ※2）

人がいなく なっ て
し ばら く すると 消灯

人が近づく と
点灯

周囲が暗く なると
自動的に点灯（ ※1）

通常モード の動作説明 設定方法　 　 ５ ページ

・ 点灯モード の切り 替えは、リ モコ ンで行います。（ 　 　 3ページ）

おすすめの使いかた

（ ※1）人が近づいたと き だけ点灯さ せる（ お出迎え点灯なし ）こ と も でき ます。（ く わし い設定方法は　 　 6ページ）
（ ※2）朝までお出迎え点灯を続けるこ と も でき ます。（ く わし い設定方法は　 　 6ページ）
（ ※3）人が近づく と すぐ に警告さ せるこ と も でき ます。（ く わし い設定方法は　 　 6ページ）

設定方法　 　 6ページ連続点灯の動作説明

人がいないと き も 点灯し 続けます（ 周囲が暗いと き のみ切り 替え可能）
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取説No. HHLASCCE56-T3D

カ バー

取り 外す

取り 付ける

おすすめの使いかたの設定方法

●調整ツマミ を設定し たら カ バーを取り 付け（    ７ ページ）、壁スイ ッ チをＯ Ｎ にし てく ださ い。

・ 調整ツマミ を以下のよう に設定し ます。

●壁スイ ッ チをＯ Ｆ Ｆ にし て、 カ バーを外し てく ださ い。（    ７ ページ）

点灯保持時間調整ツマミ で、人が検知範囲を
離れてから 消灯するまでの時間を設定する

１

お出迎え時間調整ツマミ で、お出迎え点灯が
終わる時間を設定する

３ ４

・ 上記の時刻は目安です。地域や天候により 、設定時刻より
　 １ 時間前後のずれが生じ るこ と があり ます。

フ ラ ッ シュ 開始時間調整ツマミ で、検知範囲
内に人が入っ てから フ ラ ッ シュ を開始する
までの時間を設定する

お出迎え時間
切

夜
まで

深夜
まで

朝
まで

フ ラ ッ シュ 開始時間

すぐ

10

30
秒後に開始

点灯する周囲の明るさ

お出迎えでおすすめ

暗め 明るめ

22: 00頃
（ おすすめ）

0: 00頃

20: 00頃

翌3: 00頃

明るく
なるまで

点灯する周囲の明るさ 調整ツマミ で、昼間の
動作から 夜間の動作に切り 替わると き の
周囲の明るさ を設定する

２

・ お出迎え点灯さ せる場合は、必ずおすすめの範囲に
　 ツマミ を合わせてく ださ い。

以上で設定は完了です。壁スイ ッ チをＯ Ｎ すると 必ず通常モード で動作し ますので、
防犯モード で使用さ れる場合は、付属のリ モコ ンで防犯モード へ切り 替えて使用し てく ださ い。

点灯保持時間

1分

5 3

230

秒 分

「 １ 分」が
おすすめ

こ の範囲に
合わせる

点灯保持時間

1分

5 3

230

秒 分

お出迎え時間
切

夜
まで

深夜
まで

朝
まで

フ ラ ッ シュ 開始時間

すぐ

10

30
秒後に開始

点灯する周囲の明るさ

お出迎えでおすすめ

暗め 明るめ

３

１

４

２

「 10秒後」
あるいは

「 30秒後」
がおすすめ

・ 壁スイ ッ チをＯ Ｎ にし た直後の約40秒間は、設定に関係なく 点灯し ます。
・ 通常のご使用では設定後は壁スイ ッ チをＯ Ｎ にし たままにし てく ださ い。
・ 壁スイ ッ チをＯ Ｎ し た当日は、お出迎え点灯が４ 時間で終了し ます。翌日から は設定し た時間通り に動作し ます。

メ  モ
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LYP85

通常モード

まわり が暗い時のみ点灯

連続点灯

防犯モード

お出迎え時間
切

夜
まで

深夜
まで

朝
まで

お出迎え時間
切

夜
まで

深夜
まで

朝
まで

フ ラ ッ シュ 開始時間

すぐ

10

30
秒後に開始

ピピピッ ！

ピカ ッ ！

ピカ ッ ！

点灯

消灯

人が近づいたと き だけ点灯さ せたい（ お出迎え点灯をやめたい）と き

お出迎え時間調整
ツマミ を「 切」に
合わせる

防犯モード 時は、人が近づく と フ ラ ッ シュ し ます。
フ ラ ッ シュ をやめたいと き は付属のリ モコ ンで通常モード に切り 替えて使用し てく ださ い。

消灯 点灯

人がいなく ても 一時的に点灯さ せておき たいと き（ 連続点灯）

・ 周囲が明るいと き に連続点灯ボタ ンを押し ても 、
　 モード は切り 替わり ません。
　（「 ピーッ ピーッ 」と キャ ンセル音が鳴り ます）
・ 周囲が明るく なると 、自動的に切り 替え前の
　 モード に戻り ます。
・ 連続点灯中は検知部が赤く 点灯し ます。

付属のリ モコ ンの
連続点灯ボタ ンを押す

（ リ モコ ンについて　 　 ３ ページ）
検知部が赤く 点灯

朝までお出迎え点灯を続けたいと き

点灯 消灯

防犯モード 時は、人が近づく と フ ラ ッ シュ し ます。
フ ラ ッ シュ をやめたいと き は付属のリ モコ ンで通常モード に切り 替えて使用し てく ださ い。

お出迎え時間調整
ツマミ を「 朝まで」
に合わせる

人が近づく と すぐ に警告さ せたいと き

警告

付属のリ モコ ンで防犯モード に切り 替えて使用し てく ださ い。

フ ラ ッ シュ 開始時間
調整ツマミ を「 すぐ 」
に合わせる

メ  モ
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ラ ンプを交換する　 　 電源を切っ て、ラ ンプやその周辺が冷めてから 行っ てく ださ い

・ ラ ンプは必ず器具に表示さ れたナショ ナル製ラ ンプをお求めく ださ い。 白熱ラ ンプは使用でき ません。
・ 種類が同じ で光色の異なるラ ンプと は互換性があり ます。

取説No. HHLASCCE56-T3B

仕様　 　 　 　 　 　 　 　 　 付属ラ ンプの品名は、 ラ ンプに表示し ています。 ご確認く ださ い。

使用電圧 消費電力 付　 属　 ラ 　 ン　 プ

AC100V

周 波 数

50/60Hz共用 12Ｗ（ センサ待機時1Ｗ以下） A15形無電極パルッ ク ボール蛍光灯（ E26）

ラ ンプを交換する２

カ バーを外す１

３ カ バーを取り 付ける
・ カ バーにカ バーパッ キンが取り 付いている
　 こ と を確かめ、確実に締め付けてく ださ い。
・ カ バーを最後まで締め付けた後、
　 本体に合わせて少し 戻し てく ださ い。
　 ( 90度以内)

取り 外す

取り 付ける

検知部 カ バー

ラ ンプ

カ バー
パッ キン

適合ラ ンプ表示

戻す締める

ラ ンプ

取り 外す

取り 付ける

お手入れについて　 　 電源を切っ て、ラ ンプやその周辺が冷めてから 行っ てく ださ い

・ 明るく 安全に使用し ていただく ため、定期的（ ６ カ 月に１ 回程度）に清掃し てく ださ い。
　 汚れがひどい場合は、石けん水にひたし たやわら かい布をよく 絞っ てふき と り 、乾いたやわら かい布で仕上げてく ださ い。
・ 検知部（ 　  2ページ「 各部のなまえと はたら き 」参照）が汚れますと 、センサの感度が鈍く なり ます。定期的（ ６ カ 月に１ 回程度）に
　 やわら かい布で清掃し てく ださ い。
・ シンナー、ベンジンなどの揮発性のも のでふいたり 、殺虫剤をかけたり し ないでく ださ い。変色・ 破損・ 劣化の原因と なり ます。
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アラ ーム音の入／切設定を「 入」にする
ためリ モコ ンの防犯モード ボタ ンを約
３ 秒以上長押し する（    3ページ）

アラ ーム音の入／切設定を「 切」にする
ためリ モコ ンの防犯モード ボタ ンを約
３ 秒以上長押し する（    3ページ）

・ 壁スイ ッ チがOFFになっ ている、 ラ ンプが切れている以外で故障かな？と 思われる場合は下記の点検を行っ てく ださ い。
・ 正常に戻ら ない場合は壁スイ ッ チをOFFにし て（ ５ 秒以上）再びONにし てく ださ い。
・ 壁スイ ッ チは通常は必ず昼間でも ONのままにし ておいてく ださ い。

故障かな？と 思っ たら 　 　 ( 下記の点検をお願いし ます。 ）

現　 象 原　 因 処　 置

人が近づいても
 点灯
 フ ラ ッ シュ し ない

検知範囲

モード の
切り 替え

防犯モード

通常モード
お出迎え点灯

点灯する周囲の明るさ 調整ツマミ で
設定し た明るさ より も 周囲が明るい

周囲が明るい場合は点灯し ません
（ フ ラ ッ シュ はし ます）
点灯さ せたい場合は点灯する周囲の明る
さ 調整ツマミ を「 明るめ」側に回す

人がいないのに
 点灯
 フ ラ ッ シュ

検知範囲が狭く なっ た

リ モコ ンでモード が
切り 替わら ない

（ 連続点灯への切り 替えは
 周囲が暗いと き のみ可能）

勝手に通常モード に
切り 替わっ ている

フ ラ ッ シュ 開始時間を過ぎ
ても フ ラ ッ シュ し ない

フ ラ ッ シュ はするが
アラ ーム音が鳴ら ない

アラ ーム音の入／切設定を「 切」
にし たのにアラ ーム音が鳴る

一度フ ラ ッ シュ し たあと 、
検知範囲内で人が動き つづけ
ても 、照明がフ ラ ッ シュ し ない

周囲が明るいのに
お出迎え点灯し ている

お出迎え点灯の終わる
時間が設定より
早い／遅い

処置し た後になお異常がある場合は、必ず電源を切り 、工事店、電器店、別紙ご相談窓口にご相談く ださ い。

する

検知部の設定が適切でない

検知部が汚れていたり 蒸気などの
水滴がついている

検知部を柔ら かい布で傷がつかないよう
拭く

人が静止し ている

検知範囲内に人以外の熱源がある
（ 例）白熱灯照明器具、エアコ ンの吹き 出し 口、
　 　 風などでよく 揺れるも の（ 植木、旗など）、
　 　 車の熱やヘッ ド ラ イ ト 、犬や猫などの動物、
　 　 強い風、雨、雷　 など

人のいる／いないは温度変化量で検知さ
れるため、左記の要因で検知範囲内の温
度に変化があっ た場合はセンサが反応す
るこ と があり ます（ 故障ではあり ません）

静止し ている人は検知でき ません

壁スイ ッ チをONにし た直後、
または停電が回復し た直後である

壁スイ ッ チON後、約40秒間は必ず点灯
し ます（ フ ラ ッ シュ はし ません）
こ のと き 検知部は赤く 点滅し ています

夏場などで体温と 気温の差が少ない
温度変化を検知するためこ のよう な場合
は検知範囲が狭く なるこ と があり ます

検知部を動かし 、検知範囲を調整する
（    2ページ）

リ モコ ンの電池が切れている 電池を交換する（    2ページ）

壁スイ ッ チを一旦OFFにし てし ま
っ た

壁スイ ッ チON直後にリ モコ ン操作
を行っ た

壁スイ ッ チをONし た直後は検知範囲の
外で40秒以上待ち、一旦ラ ンプが消えた
後でリ モコ ン操作を行う

再度リ モコ ン操作でモード を切り 替える
（ 壁スイ ッ チON後は必ず通常モード に
 戻り ます）

人が静止し ている、または検知範囲
内をすばやく 通り 過ぎた

こ のよう な場合にはフ ラ ッ シュ 開始時間
を過ぎても フ ラ ッ シュ し ません

（ 故障ではあり ません）

人が近づいても すぐ に
フ ラ ッ シュ し ない

フ ラ ッ シュ 開始時間調整ツマミ が
「 10秒後」または「 30秒後」になっ ている

フ ラ ッ シュ 開始時間調整ツマミ を
「 すぐ 」に合わせる

アラ ーム音の入／切設定が
「 切」になっ ている

壁スイ ッ チで器具の電源を
切っ てし まっ た

器具の設置場所が暗い
（ 昼間でも 暗い）

商品の性能上、お出迎え点灯が正常に
動作し ませんので、お出迎え時間調整
ツマミ を「 切」にし てご使用く ださ い

人が近づく と すぐ に
フ ラ ッ シュ し てし まう

フ ラ ッ シュ 開始時間調整ツマミ が
「 すぐ 」になっ ている

フ ラ ッ シュ 開始時間調整ツマミ を
「 10秒後」または「 30秒後」に合わせる

フ ラ ッ シュ し た後も 、検知範囲内に
居続けた

故障ではあり ません
一度フ ラ ッ シュ すると 、一旦検知範囲から
外に出て、点灯保持時間が経過し ないと 、
再びフ ラ ッ シュ し ません

点灯する周囲の明るさ 調整ツマミ が
「 明るめ」になっ ている

点灯する周囲の明るさ 調整ツマミ を
「 暗め」に合わせる

壁スイ ッ チを一旦OFFにし てし ま
っ た

壁スイ ッ チはONのままご使用く ださ い
ONにし た当日のお出迎え時間は
４ 時間で終了し ます

天候などで周囲が暗く なる時刻が
通常より 早かっ た／遅かっ た

商品の性能上、お出迎え点灯の
終了時間がばら つく こ と があり ます

※お出迎え時間調
　 整ツマミ を「 切」
　 に設定し た場合
　 お出迎え点灯し
　 ません
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